
まちの話題　北国の冬を元気に楽しもう！　第７回子ども冬まつり

職員給与のあらまし

今月の表紙　　第７回子ども冬まつり　～誰が一番飛ばせるかな？長ぐつ飛ばしに挑戦です！～
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区　分　　 歳出総額（A） 人件費（B） 人件比率（B／A）

平成20年度 47億6,856万5千円 10億6,043万6千円　 22.2%

表１　人件費の状況　　　　　　 （地方財政状況調べ：普通会計）

・特別職に支給される給料、報酬などを含む。

区　　　　分
経　　験　　年　　数

５年以上10年未満

一般行政職
大学卒

高校卒

技能労務職 高校卒

250,800円 271,283円

250,800円

10年以上15年未満

表３ 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

367,877円 341,205円

一 般 行 政 職

平均給料月額 平均年齢

技 能 労 務 職

47.5歳

区 分

津 別 町

※ 国家公務員行政職 (一) 月額俸給＋地域手当等　357,939円　41.5歳

47.8歳

平均年齢平均給料月額

表４ 職員の平均給料月額と平均年齢の状況　　

5,676万1千円 1億9,332万1千円4億6,119万4千円 7億1,127万6千円

表２　職員給与費の状況（一般会計当初予算） （特別職を除く）

区 分
給　　　　　与　　　　　費職員数

給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B)

１人当たり
給与費
（B／A）

(A)

682万円

・職員手当は、退職手当、期末・勤勉手当を除いた諸手当の総額です。

・給与費は当初予算に計上した額で、教育長を含んでいます。

平　成
20年度 106人

表７　主な職員手当の内容
q扶養手当 （平成21年４月１日現在）

配偶者がない場合

扶養親族でない配偶者を有する場合

配 偶 者 第 1 子

13,000円 6,500円 6,500円

｜ 11,000円 6,500円

｜ 6,500円

第2子以降世　帯　の　形　態

w住居手当

◆借家等の場合（家賃が12,000円を超えるものに限る）

家賃の額に応じて、27,000円を限度に支給する。

◆自宅の場合　　　　 2,500円 (新築、購入後５年間に限り1,500円加算)

他の助成制度を受けている場合は1,900円

常任委員長

町　　長

副 町 長

教 育 長

議　　長

副 議 長

議　　員

給
　
　
　
料

報
　
　
　
酬

区　　分 給料月額等 期末手当

750,000円

650,000円

580,000円

300,000円

240,000円

215,000円

198,000円

6月期

1.40月分

12月期

1.60月分

計

3.00月分

表５　特別職の給料・報酬の状況　
（平成21年４月１日現在）区　　分

大 学 卒

級・号俸

短 大 卒

高 校 卒

決定初任給

一
般
行
政
職

１級25号俸

１級15号俸

１級５号俸

172,200円

152,800円

140,100円

表８　初任給の状況
（試験採用：平成21年4月1日現在）

e期末・勤勉手当の年間支給割合
（平成21年4月1日現在）

12月

６月

計

1.40月分

1.60月分

3.00月分

0.75月分

0.75月分

1.50月分

区　分 期　末 勤　勉 職務加算

有

津　別　町　と　同　じ

津
　
別
　
町

国

表９　部門別職員数の状況
（定員管理調査　各年4月1日：人）

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門

特
別
行

政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

議　　会

総務企画

税　　務

民　　生

衛　　生

農林水産

商　　工

土　　木

小　　計

教　　育

水　　道

下 水 道

そ の 他

小　　計

合　　　　計

区　　　分

部　　　門

職　員　数 対前年増減数

21年 20年 19年

2 2 2 0 ０　 0

32 31 30  1 1 －5

5     5      5       ０ ０ ０

3        3      4   0 －1    0

1    1         1    0 0 0

22 26 26 －4 0   －1 

2         2        2  0        0 0

16 16 18 0 －2 0   

７ 7      6    0    1      ０

17 18 18   －1 0 0

10 10 10 0 0   －1  

26 30 31 －4 －1  －1

89  90   88 －1  2 －6    

131   136   137   －5    －1   －7

扶養親族である配偶者を有する場合

21年 20年 19年

14 15 15 －1  0  0   

給与実態調査（平成21年4月1日現在）

6,500円

※満15歳から22歳の子については、5,000円を加算する。

給与実態調査（平成21年4月1日現在）

※職務加算（５～15%）

※期末手当の職務加算（15%）は無し

表10 級別職員数の状況（教育長を除く） （平成21年4月1日現在）

標 準 的 な

業 務 内 容

職　　員　　数

構　　成　　比
平　成
20年度

区　　　 分 １　　　　級

主　事・技　師
保健師・公務補
技　手・介護員
栄養士・看護師
調理員

3 人
2.2  %
5 人
3.8 %

２　　　　級

1 人
0.7 %
0 人
0.0 %

３　　　　級

主　任・主任技手
主 任 介 護 員
主 任 調 理 員
主 任 公 務 補

46 人
34.1 %
40 人
30.8 %

66 人
48.9 %
65 人
50.0 %

５　級

課　　長

主　　幹

９　人
6.7 %
10 人
7.7 %

６　級

課　長

10 人
7.4 %
10 人
7.7 %

計

135 人
100 %
130 人
100 %

津 別 町

市町村名
ラスパイ
レス指数

市町村名

1 0 0 . 0

ラスパイ
レス指数

美 幌 町 北 見 市 網 走 市

北 海 道

大 空 町 訓子府町

国

9 6 . 49 7 . 6 9 8 . 0

9 7 . 0 1 0 1 . 4

9 7 . 59 2 . 8

表６　ラスパイレス指数　（平成21年４月１日現在）

5,792万7千円 1億9,605万5千円4億6,862万9千円 7億2,261万1千円

677万円平　成
21年度

105人

15年以上20年未満 20年以上25年未満

195,500円

262,400円－

313,929円

262,400円

273,900円

381,000円

350,900円

312,933円

※ － 表示は該当者なし。

４　　　　級

職　　員　　数
構　　成　　比

平　成
21年度

主　事・技　師
保健師・公務補
技　手・介護員
栄養士・看護師
調理員

主　査
主 任 技 手
主 任 介 護 員
主 任 調 理 員
主 任 公 務 補

平成21年4月1日現在の職員数

は、131人です。平成20年度と比

べ、５人の減となっています。こ

れらの職員の部門別配置は、表9、

また職務、職階を表す級別の状況

は表10のとおりです。

なお、表9、10の職員数とは、地方

公務員の身分を持っている職員の

人数です。身分を持つ休職者や派

遣職員などは含まれますが、臨時

職員や非常勤職員は除かれます。

職 員 数 の 状 況

職員手当には、期末・勤勉手当、

扶養手当、住居手当、通勤手当な

ど、いろいろな種類があります。

そのうち一番大きいものが、民間

の賞与に当たる期末・勤勉手当で

す。町の職員の場合は、あらゆる

手当の支給割合または額が条例で

定められています。例えば期末手

当は年間で３.０月分、勤勉手当が

１.5月分で合計４.5月となってい

ましたが、21年中に4.15月と改正

されました。

主な職員手当の内容は表７のと

おりです。表７以外にも通勤手当、

特殊勤務手当、管理職手当、寒冷

地手当などが支給されています。

職　員　手　当

ラスパイレス指数とは、一般行政職の給与水準を比

較するために用いられる指数です。地方公共団体の一

般行政職員の学歴別・経験年数別の構成など国と同一

と仮定し、国の平均給与額を100として算出しています。

津別町および近隣自治体の指数は表６のとおりです。

ラスパイレス指数
市町村名 ラスパイ

レス指数

置 戸 町

小清水町 清 里 町 斜 里 町

9 6 . 9

9 9 . 1 9 6 . 7 9 7 . 3

給与費とは人件費の中の職員給

与と諸手当の合計です。この給与

費の平成21年度の一般会計におけ

る予算状況は、合計で７億1,127万

6千円。内訳は表２のとおりとな

っています。

平成20年度決算の人件費は、町の歳出

総額の22.2％を占めています。

人件費とは、職員や特別職（町長、副町

長、議員、各種委員など）に支給される

給料や報酬のほか、使用者が負担する健康

保険や退職手当といった共済費なども含

まれます。

町長、副町長、教育長、議会議員の給

料月額等と期末手当の支給割合は、表５

のとおりです。

給　 与　 費

人　件　費

特別職の給与・報酬

役
場
職
員
の
給
与
は
、
そ
の
職
務
に
応
じ
た
給
料
と
諸
手
当
か
ら
な
っ
て
お
り
、
国
家

公
務
員
や
ほ
か
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
給
与
と
の
均
衡
な
ど
に
考
慮
し
た
上
で
決
め

ら
れ
て
お
り
、
町
議
会
で
議
決
さ
れ
た
条
例
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
そ
の
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
毎
年
、

そ
の
あ
ら
ま
し
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

職
員
給
与
・
職
員
数
の

状
況
を
公
表
し
ま
す

総務省から提供された共通様式による情報を町のホーム

ページで公開しています。３月中に更新予定ですのでどう

ぞご覧ください。

ＨＰアドレス【http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/】

問い合わせ先　役場総務課庶務担当 †76－2151内線208、209



聞
き
慣
れ
た
音
楽
に
合
わ
せ
て
ス
ト

レ
ッ
チ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

健
康
運
動
教
室
（
社
会
教
育
課
主
催
）

が
、
２
月
３
日
に
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
24
人
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
㈲
イ
ズ
ミ
ッ
ク
の
石
川
朋

美
さ
ん
を
迎
え
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
や

日
常
生
活
で
無
理
な
く
で
き
る
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
笑
い
を
交
え
な
が
ら
健

康
的
に
行
い
ま
し
た
。「
運
動
は
回
数

よ
り
も
、
ど
こ
の
筋
肉
を
使
っ
て
い
る

か
意
識
し
な
が
ら
や
る
こ
と
が
大
切
で

す
」
な
ど
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
簡
単
な
運
動
で
も

す
ご
く
汗
が
出
ま
し
た
。
つ
ま
先
や
ひ

ざ
を
守
る
運
動
は
普
段
や
ら
な
い
の
で

参
考
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

座
り
な
が
ら
で
き
る
筋
力
運
動

健
康
運
動
教
室
が
開
催

交
通
安
全
運
動
の
推
進
に
貢
献

北
海
道
社
会
貢
献
賞
を
受
賞

２月３日、節分の豆まきが町内各施設で

行われました。

津別保育所では、豆まきにまつわる由来

について話を聞いた後、『おなかにおにが

いる』という絵本を先生が朗読。読み終え

ると子供たちの前に鬼が登場。急に現れた

鬼に驚いた子供たちは「おにはーそと」と

口にしながら一斉に豆を投げていました。

中にはあまりの迫力に泣き出す子供もいた

ものの、鬼を退治した後は全員で豆を拾い、

おいしく味わいました。

「おにはーそと、ふくはーうち」

園児による豆まきが行われました

英
会
話
交
流
会

英
会
話
を
楽
し
く
学
ぼ
う

旭
町
の
金
田
幸
一
さ
ん
が
、
交
通
安

全
運
動
に
努
め
ら
れ
た
功
績
に
よ
り
、

北
海
道
社
会
貢
献
賞
（
交
通
安
全
功
労

者
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
56
年
８
月
１
日
、
町
か
ら
交
通

指
導
員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
て
か
ら
長

き
に
わ
た
り
、
交
通
事
故
か
ら
町
民
の

安
全
を
守
る
た
め
、
交
通
指
導
員
と
し

て
街
頭
で
の
直
接
指
導
や
啓
発
活
動
に

あ
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

２
月
15
日
、
町
長
室
で
佐
藤
多
一
町

長
よ
り
賞
状
並
び
に
記
念
品
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

「
多
く
の
先
輩
の
支
援
が
あ
っ
て
長

く
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
体

が
続
く
限
り
頑
張
り
た
い
」
と
感
想
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
３
日
、
10
日
、
17
日
の
３
回
、
津

別
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
議
室
で
、
町

民
を
対
象
に
し
た
英
会
話
交
流
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
平
成
21
年
７
月
か
ら
津
別
町

の
英
語
語
学
助
手
と
し
て
勤
務
し
て
い
る

ア
メ
リ
カ
・
テ
キ
サ
ス
州
出
身
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
（
23

歳
）
さ
ん
。

交
流
会
に
は
、小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、

予
想
よ
り
多
く
の
町
民
が
参
加
し
、
楽
し

く
英
会
話
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
英
会
話
に
対
し
て
興
味
を

持
ち
ま
し
た
」
と
話
し
、
次
の
開
催
を
希

望
し
て
い
ま
し
た
。

２
月
17
日
、
活
汲
小
学
校
・
校
長
室
で
、
林
野
火
災
予
防

の
普
及
啓
発
を
目
的
に
、
全
道
の
小
学
生
を
対
象
に
実
施
さ

れ
て
い
る
作
品
展
（
ポ
ス
タ
ー
部
門
）
に
お
い
て
、
知
事
賞

の
優
秀
賞
に
入
賞
を
し
た
活
汲
小
学
校
３
年
生
・
前
田
愛
佳

さ
ん
に
、
網
走
支
庁
産
業
振
興
部
・
山
田
恵
二
部
長
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

林野火災予防ポスター部門

前田さん (活小３) が優秀賞

北国の冬を元気に楽しもう！

第７回子ども冬まつり

かんじきを履いてプレーを行います 氷柱の冷たさに必死に耐えます！

１
月
23
日
、
中
央
公
民
館
で
「
く
ま
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
行
わ
れ
、
町
内
の
子
供
13
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
ア
ソ
ビ
バ
つ
べ
つ
の
一
環
で
行
わ
れ
た
学

習
会
に
は
、
N
P
O
法
人
常
呂
川
自
然
学
校
の
羽

根
石
晃
彦
さ
ん
を
講
師
に
ヒ
グ
マ
の
一
生
を
描
い

た
絵
本
を
用
い
な
が
ら
、
ヒ
グ
マ
の
食
生
活
や
体

の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
形
式
で
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
「
最
初
は
怖
い
と
思
っ
た
け
ど
、

本
当
は
人
が
い
る
こ
と
を
感
じ
る
と
す
ぐ
隠
れ
る

ほ
ど
臆
病
な
こ
と
を
知
っ
た
」「
山
に
入
る
と
き
は

ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
し
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
」

と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
ヒ
グ
マ
や
シ

カ
の
毛
皮
や
骨
格
標
本
な
ど
も
展
示
さ
れ
熱
心
に

観
察
を
行
い
ま
し
た
。

元
々
ヒ
グ
マ
は
臆
病
者
!?

町
内
小
学
生
が
ヒ
グ
マ
の
生
態
学
ぶ

北
海
道
の
冬
を
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
が
１

月
30
日
と
２
月
７
日
に
開
催
さ
れ
、
幅
広
い
世
代

の
町
民
が
元
気
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

１
月
30
日
は
、
町
民
ス
ケ
ー
ト
大
会
が
実
施
さ

れ
小
・
中
学
生
24
人
、
一
般
20
人
が
参
加
し
ス
ケ

ー
ト
の
腕
を
競
い
ま
し
た
。
今
大
会
で
は
、
町
内

学
校
の
先
生
た
ち
が
参
加
し
、
一
般
団
体
競
技
に

出
場
。
子
供
た
ち
は
普
段
見
な
い
先
生
た
ち
の
必

死
な
姿
に
、
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

２
月
７
日
に
は
、
悪
天
候
の
中
、
町
民
ス
キ
ー

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
日
か
ら
続
く
積
雪
と

強
風
で
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
ス
キ
ー
を
必
死
に

こ
い
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の
本
番
迎
え
る
！

町
民
ス
キ
ー
・
ス
ケ
ー
ト
大
会

生後３カ月の子グマと同じ重さの人形も用意されました

２月13日、津別小学校の小グランドで、津

別・活汲・本岐各小学校のＰＴＡがつくる実行

委員会が主催して、第７回子ども冬まつりが行

われ、大勢の子どもたちが訪れました。

会場には、北翔大学（江別市）が考案した雪

上パークゴルフ「ゴルポッカ」や人気の氷柱だ

きつき、雪玉標的落としや長ぐつ飛ばしなど楽

しいゲームがたくさんあり、子どもたちは元気

にそれぞれの催しを体験していました。校舎入

口前に設置されたテントには、焼き鳥やいもも

ち、温かい牛乳やココアも用意されました。お

昼にはお母さんたちが作ったカレーライスを食

べ、北国の冬を楽しく過ごしました。

前
田
さ
ん
は

「
絵
を
描
く
の

は
好
き
で
す

が
、
大
き
な
賞

に
入
賞
す
る
と

は
思
わ
な
か
っ

た
の
で
、
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し

た
。
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

入
賞
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。



60
歳
以
上
の
男
性
を
対
象
に
し
た

男
の
料
理
教
室
（
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
）
が
２
月
３
日
、
17
日
、
25
日

に
中
央
公
民
館
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
教

室
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
高

齢
に
な
っ
て
か
ら
も
料
理
を
す
る
こ

と
が
出
来
る
練
習
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

初
回
の
３
日
は
、
玉
ね
ぎ
ス
ー
プ

と
豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
、
オ
レ
ン
ジ
ゼ

リ
ー
の
３
品
に
挑
戦
。
17
日
に
は
タ

ラ
の
長
芋
蒸
し
や
肉
じ
ゃ
が
、
枝
豆

ご
飯
な
ど
４
品
、
25
日
に
は
ケ
ー
キ

寿
司
や
水
ぎ
ょ
う
ざ
、
サ
ラ
ダ
な
ど

５
品
の
大
皿
料
理
の
調
理
を
行
い
ま

し
た
。

１月22日、中央公民館で、バイオマスをエネ

ルギーとして利用する方法を考える地域説明会

（北海道バイオマス発見活用協議会・津別町主

催）が開催され、林業関係者など約60人が参加

しました。

説明会では、バイオマスの今後の可能性、取

り組みについての情報提供がありました。

事例報告では「木質バイオマスを活かした地

域づくり」と題して、産業課の深田主幹が、津

別町の取組を紹介しました。また、津別単板協

同組合の松本次長が「北海道における木質バイ

オマスコージェネレーションの取組」と題して、単板工場の熱電供給の利用状況について報告がありました。

１月23日は、津別ペレット協同組合の製造施設や丸玉産業㈱津別工場などを視察し地域資源を利用したエネ

ルギー開発について情報の共有が行われました。

２
月
10
日
、
12
日
、
15
日
の
３
回
、

津
別
高
校
３
階
の
情
報
処
理
室
で
、
町

民
を
対
象
に
し
た
パ
ソ
コ
ン
の
公
開
講

座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
の
簡
単
な
マ
ウ
ス
操
作
や

文
字
入
力
が
で
き
、
基
礎
知
識
を
持
っ

て
い
る
方
を
対
象
に
し
た
講
座
に
は
12

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

使
用
す
る
教
材
は
、
学
校
で
用
意
さ

れ
、
今
回
は
「
ワ
ー
ド
で
案
内
状
を
作

っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
写

真
、
イ
ラ
ス
ト
、
地
図
な
ど
の
作
成
の

基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

受
講
者
は
、
講
師
４
人
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
真
剣
な
眼
差
し
で
、
パ
ソ
コ

ン
を
操
作
し
て
い
ま
し
た
。

不
思
議
な
現
象
に
沸
き
た
つ
好
奇
心

科
学
の
体
験
教
室
で
驚
き
が
い
っ
ぱ
い
！

１
月
23
日
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

科
学
の
体
験
教
室
（
津
別
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
45
人
の
幼
児
か
ら
小
学
生

の
子
供
が
参
加
し
ま
し
た
。
初
め
に
、
北
見
東
小
学

校
の
橋
本
先
生
が
気
圧
の
変
化
を
利
用
し
た
実
験
を

紹
介
。
水
が
入
っ
た
フ
ラ
ス
コ
を
火
に
か
け
、
そ
の

注
ぎ
口
に
風
船
を
被
せ
る
と
ど
う
な
る
か
と
い
う
実

験
で
は
、「
風
船
は
膨
ら
ん
で
ま
た
し
ぼ
む
」
や
「
膨

ら
ま
な
い
」
な
ど
子
供
た
ち
の
予
想
が
飛
び
交
う
中
、

一
度
膨
ら
ん
だ
風
船
は
徐
々
に
縮
み
、
反
対
に
フ
ラ

ス
コ
内
に
入
り
込
み
膨
ら
む
と
い
う
結
果
に
子
供
た

ち
は
と
て
も
驚
い
た
様
子
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
他
に
も
『
磁
石
で
つ
く
ろ
う
』
や
『
紫

外
線
ス
ト
ラ
ッ
プ
』、『
不
思
議
な
偏
光
板
』
や
『
ロ

ケ
ッ
ト
熱
気
球
』
な
ど
全
12
種
類
の
科
学
の
力
を
利

用
し
た
実
験
が
用
意
さ
れ
、
子
供
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

の
実
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

百人一首で世代交流

児童館つべつんで伝承遊び

１月28日、児童館つべつんで、おじいちゃん・おばあち

ゃんとの交流会が開催されました。これは子供たちに昔な

がらの「あそび」を知ってもらうことを目的に、昨年から

行われています。

当日は、子供たちとお年寄り約40人が百人一首で交流を

図りました。この日のために子供たちは昨年12月末から毎

週１～２回、３人１チームで対戦し練習を重ねてきました。

飛び入りで参加した子供もいたこともあり、お手つきや取

る札をチーム内で教えあっても良いというルールを設定し

て、お年寄りも参加し対戦を行いました。中には一人で30

枚以上の札を取る子供もおり、参加したお年寄りは「しっ

かり札を覚えていてびっくり。昔はよく百人一首をやって

いたので、またやりたいですね」と感想を述べていました。

男
の
料
理
教
室
が
開
催

豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
に
挑
戦
！

２
月
５
日
、
６
日
の
両
日
、
元
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
競

技
日
本
代
表
選
手
「
川
端
絵
美
」
さ

ん
の
ス
キ
ー
教
室
（
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
主
催
）
が
、
共
和
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
月
５
日
は
、
本
岐
小
学
校
の
ス

キ
ー
授
業
で
指
導
に
か
か
わ
り
、
終

了
後
は
、
津
別
小
学
校
・
図
書
室
に

移
動
し
、
生
徒
と
給
食
を
食
べ
、
交

流
を
図
り
ま
し
た
。

２
月
６
日
は
、
町
内
小
学
生
４
年

生
以
上
、
中
学
生
ま
で
の
30
人
が
参

加
し
た
ス
キ
ー
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
ス
キ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

元
・
五
輪
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
代
表

川
端
絵
美
ス
キ
ー
教
室
が
開
催

２
月
５
日
、
中
央
公
民
館
・
講
堂
で
、
社
会
教
育

講
座
（
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
主
催
）
が
開
催

さ
れ
、
落
語
家
、
真
打
・
入
船
亭
扇
治
さ
ん
と
マ
ジ

シ
ャ
ン
、
カ
ズ
・
カ
タ
ヤ
マ
さ
ん
の
舞
台
を
楽
し
み

ま
し
た
。

入
船
亭
扇
治
さ
ん
の
「
落
語
よ
も
や
ま
話
」
で
は
、

客
席
の
楽
し
み
方
を
楽
屋
の
裏
話
を
交
え
て
語
り
、

小
気
味
良
い
話
し
方
で
落
語
を
披
露
し
ま
し
た
。

カ
ズ
・
カ
タ
ヤ
マ
さ
ん
は
、
ラ
イ
ブ
、
イ
ベ
ン
ト
、

テ
レ
ビ
等
で
活
躍
す
る
マ
ジ
シ
ャ
ン
で
、
関
西
弁
の

コ
ミ
カ
ル
な
ト
ー
ク
の
面
白
さ
と
マ
ジ
ッ
ク
本
来
の

不
思
議
な
舞
台
で
し
た
。

会
場
の
人
は
、
本
物
の
落
語
と
プ
ロ
の
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
を
、
時
間
を
忘
れ
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

社
会
教
育
講
座
に
多
く
の
人
出

寄
席
落
語
と
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
開
催

１
月
27
日
、
中
央
公
民
館
で
長
寿
者

夫
婦
の
集
い
（
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）

が
行
わ
れ
、
２
人
合
わ
せ
て
１
４
０
歳

以
上
の
夫
婦
23
組
が
ゲ
ー
ム
や
食
事
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
最
初
に
津
別
駐

在
所
の
守
山
所
長
に
よ
る
講
話
が
行
わ

れ
、
冬
の
交
通
安
全
や
振
り
込
め
詐
欺

に
つ
い
て
の
注
意
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

チ
ー
ム
対
抗
の
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
対

決
で
は
、
８
チ
ー
ム
が
対
戦
し
上
位
４

チ
ー
ム
に
は
豪
華
景
品
が
贈
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
い
ず
れ
の
チ
ー
ム
も
真
剣

な
表
情
で
高
得
点
を
狙
い
続
け
ま
し

た
。
ゲ
ー
ム
の
後
に
は
、
寄
せ
鍋
や
い

な
り
寿
司
な
ど
を
食
べ
、
お
い
し
い
料

理
に
会
話
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

仲
良
く
元
気
で
楽
し
く
！

長
寿
者
夫
婦
の
集
い
に
23
組
参
加

液体を気体にする実験の様子

津
別
高
校
講
座

パ
ソ
コ
ン
操
作
に
挑
戦

産
業
創
出
！

バ
イ
オ
マ
ス
地
域
説
明
会
開
催

↓

プ
ロ
の
語
り
に
思
わ
ず
聴
き
入
り

ま
し
た

↓

一
瞬
の
技
に
観
客
か
ら
は
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た



「
父
親
は
、
建
築
関
係
の
仕
事
を
し
て

い
て
、
私
は
、
５
男
６
女
の
10
番
目
の

生
ま
れ
で
、
両
親
は
、
子
沢
山
で
苦
労

し
た
と
思
い
ま
す
」
と
当
時
を
振
り
返

て
く
れ
た
川
口
さ
ん
。

昭
和
27
年
４
月
、
津
別
営
林
署
に
就

職
。
平
成
５
年
３
月
、
国
有
林
で
造
林

一
筋
に
41
年
間
勤
務
し
定
年
退
職
。

カ
ラ
オ
ケ
（
生
演
奏
で
は
な
く
、
事

前
に
録
音
さ
れ
た
伴
奏
を
再
生
し
、
歌

を
歌
う
こ
と
）
は
、
日
本
人
に
広
く
受

け
入
ら
れ
て
い
る
娯
楽
。

「
歌
は
、
昭
和
60
年
１
月
、
交
通
安
全

祈
願
で
、
津
別
町
歌
謡
連
合
会
の
第
１

回
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
優
勝

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」
と
語
る
。

昭
和
63
年
11
月
５
日
、
札
幌
市
の
北

海
道
厚
生
年
金
会
館
（
現
・
さ
っ
ぽ
ろ

芸
術
文
化
の
館
）
で
「
88
北
海
道
ニ
ュ

ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
市

町
村
対
抗
・
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢

全
道
大
会
」
が
、
全
道
14
支
庁
の
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
、
市
町
村
の
代
表
が
出

場
し
開
催
。
網
走
支
庁
管
内
か
ら
は
、

津
別
町
選
手
団
19
人
が
出
場
。

「
大
会
の
舞
台
で
は
、
出
場
し
た
皆
さ

ん
の
熱
い
思
い
と
協
力
で
、
愛
林
の
ま

ち
津
別
町
の
魅
力
を
、
全
道
に
紹
介
し

『
88
北
海
道
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
大
賞
』
に
輝
き
、
横
路

孝
弘
知
事
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
表
彰
さ
れ
全

道
に
放
映
さ
れ
ま
し
た
」
ま
た
「
う
た

自
慢
で
は
、
私
が
『
年
輪
』
を
歌
い
、

最
優
秀
歌
唱
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
」
と
話
す
。

「
こ
れ
と
い
っ
た
特
技
は
な
い
が
、
こ

の
と
き
最
優
秀
歌
唱
賞
に
選
ば
れ
た
こ

と
は
、
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
思
い

出
で
、
私
の
大
事
な
勲
章
み
た
い
な
も

の
で
す
」
と
語
る
。

「
カ
ラ
オ
ケ
だ
け
で
は
な
い
が
、
若
い

人
の
入
会
が
少
な
く
、
高
齢
化
が
会
の

悩
み
で
沈
滞
傾
向
に
あ
る
が
、
交
流
を

大
事
に
し
て
歌
を
楽
し
み
、
カ
ラ
オ
ケ

の
火
を
消
さ
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
た
。

津
別
町
歌
謡
連
合
会
会
長
、
網
走
管

内
歌
謡
音
楽
連
盟
副
会
長
（
審
査
員
）、

西
町
自
治
会
長
な
ど
の
役
職
を
務
め
、

忙
し
い
日
々
、
活
動
は
続
く
。

かわぐち　としお　さん／昭和７年10月、美幌町で生まれる／77歳
西４条在住

さ
ん

歌
は
町
お
こ
し

川
口
　
敏
雄

【383】

お問い合わせ †76－2151 税務担当（220・221）
収納担当（218）

問い合わせ・相談窓口　津別町包括支援センター（役場内） † 76－2158 内線231

昨
年
４
月
か
ら
津
別
中
学
校
に
赴
任
し

１
・
２
年
生
の
数
学
と
１
年
生
の
家
庭
科

を
、
担
当
し
て
い
る
岡
崎
先
生
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

津
別
の
子
供
た
ち
の
印
象
を
「
素
直
な

子
た
ち
だ
な
と
、
赴
任
当
初
か
ら
思
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

遠
軽
町
丸
瀬
布
出
身
で
、
丸
瀬
布
中
学

校
を
卒
業
後
、
遠
軽
高
校
へ
進
学
。
大
学

は
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
の
数
学
教
育

を
専
攻
。「
昔
か
ら
数
学
が
好
き
で
、
学

生
時
代
に
は
友
達
に
教
え
た
り
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
」
と
当
時
の
思
い
出
を
語

り
ま
す
。

趣
味
は
買
い
物
め
ぐ
り
。「
色
々
な
お

店
の
服
や
雑
貨
な
ど
を
、
見
る
こ
と
が
好

き
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

最
近
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
「
初
め
て

顧
問
を
し
て
い
る
バ
レ
ー
部
が
、
美
幌
や

網
走
な
ど
近
郊
６
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
る
大

会
で
優
勝
で
き
た
こ
と
で
す
。
生
徒
達
も

初
め
て
手
に
す
る
優
勝
カ
ッ
プ
や
盾
に
喜

ん
で
い
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
応
え
て
く
れ

ま
し
た
。

今
後
の
目
標
は
「
色
々
な
こ
と
を
考
え

た
り
経
験
を
積
ん
で
、
早
く
一
人
前
の
教

員
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
を
見
て
あ
げ
ら
れ
る
教
員
を
目
指
し
て

岡
崎
　
幸
花

さ
ん

おかざき ゆか さん／昭和61年５月生まれ

津別中学校に勤務／本岐

原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
等
の
名

義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
は
お
済
で
し
ょ

う
か
。

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日

現
在
で
所
有
し
て
い
る
方
が
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
原
動
機
付
自
転
車
や

軽
自
動
車
等
を
譲
ら
れ
て
所
有
者
（
使
用

者
）
が
変
わ
っ
て
手
続
を
し
て
い
な
い
方

や
も
う
使
用
し
な
い
原
動
機
付
自
転
車
や

軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
今
年
も
課
税
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
は
名
義
変
更
や

廃
車
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
先
は
、
原
動
機
付
自
転
車
・
小

型
特
殊
自
動
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）
は
役

場
税
務
担
当
で
、
軽
自
動
車
は
軽
自
動
車

協
会
（
北
見
市
）
で
、
小
型
二
輪
は
北
見

陸
運
事
務
所
で
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
税
務
担
当
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
税
を
未
納
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と

本
税
の
他
に
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
未
納
の
税
金
が
な
い
か
お
確
か

め
の
上
、
未
納
分
は
早
急
に
納
付
願
い
ま

す
。
ま
た
、
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
放

置
せ
ず
収
納
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

原
付
や
軽
自
動
車
等
の

名
義
変
更
等
の
手
続
は
お
済

で
す
か

町
税
の
未
納
は
あ
り
ま
せ
ん
か

介
護
保
険
制
度
が
普
及
す
る
中
、
高

齢
者
に
対
す
る
身
体
的
、
心
理
的
な
ど

の
虐
待
が
社
会
的
な
問
題
に
な
っ
て
お

り
、
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
は
高
齢

者
虐
待
防
止
法
が
施
行
に
な
っ
て
い
ま

す
。高

齢
者
に
対
す
る
家
庭
内
で
の
虐
待

は
、
介
護
者
の
病
気
や
介
護
疲
れ
、
家

庭
的
問
題
で
社
会
的
に
孤
立
し
て
い
る

場
合
、
虐
待
者
自
身
が
身
体
的
・
精
神

的
問
題
を
持
っ
て
い
る
場
合
な
ど
複
雑

な
要
素
が
重
な
り
発
生
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
①
身
体

的
虐
待
（
た
た
く
、
け
る
、
つ
ね
る
な

ど
）、
②
心
理
的
虐
待
（
怒
鳴
る
、
無

視
す
る
、
子
ど
も
扱
い
す
る
な
ど
）、

③
介
護
世
話
の
放
棄
・
放
任
（
食
事
を

与
え
な
い
、
必
要
な
介
護
を
受
け
さ
せ

な
い
な
ど
）、
④
経
済
的
虐
待
（
年
金

を
無
断
で
使
う
、
了
解
な
し
に
財
産
を

処
分
す
る
な
ど
）、
⑤
性
的
虐
待
（
本

人
が
い
や
が
る
性
的
行
為
、
失
禁
し
た

罰
と
し
て
裸
で

放
置
す
る
な
ど
）

を
、
高
齢
者
虐

待
と
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。

町
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や

医
療
機
関
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
、
自
治
会
な
ど
と
協
力
し
て
高
齢
者

の
虐
待
防
止
、
虐
待
を
受
け
た
高
齢
者

の
保
護
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
た
め

「
津
別
町
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
」
を
平
成
19
年
12
月
に
設
置

し
ま
し
た
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
で
は
、
虐

待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
や
、
虐
待
ケ
ー
ス
が
発
生
し
た
際

の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
の
支
援
体
制

を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
高
齢
者
や
介
護
者
を
支
え
ま

し
ょ
う
。

虐
待
の
防
止
や
早
期
発
見
の
た
め
に

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
の
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
皆
さ
ん
の
ま
わ
り

で
「
虐
待
か
な
？
」
と
思
っ
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
隣
近
所
の
ち
ょ

っ
と
し
た
気
づ
か
い
が
、
高
齢
者
と
介

護
者
を
救
う
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
者
の
方
で
困
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ど
ん
な
小
さ

な
こ
と
で
も
一
人
で
悩
ま
ず
、
下
記
の

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
権
利
擁
護

高
齢
者
虐
待
と
は

高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す



３
月
、
４
月
は
進
学
や
就
職
な

ど
で
転
出
・
転
入
が
多
く
な
る
時

期
で
す
。
住
所
を
移
さ
れ
る
方
は
、

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

虚
偽
の
届
け
出
防
止
の
た
め
、
す

べ
て
の
届
け
出
に
つ
い
て
届
出
人

の
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

転
入
・
転
出
の
届
け
出

役
場
で
転
出
の
届
け
出
を
し
、
転

出
証
明
書
（
転
出
先
の
市
町
村
役

場
へ
提
出
し
ま
す
）
を
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
印
鑑
登
録
証
（
転
出
す
る
方
）

・
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
）

・
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
、
老

人
医
療
費
受
給
者
証
、
介
護
保

険
者
証
な
ど

・
転
出
先
の
住
所

届
け
出
先
　
役
場
戸
籍
年
金
担
当

†
76
―

２
１
５
１
内
線
２
２
２

水
道
の
届
け
出

転
勤
・
就
職
等
異
動
の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
し
た
。
転
入
や
転
出

又
町
内
転
居
の
際
は
必
ず
水
道
の

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

１
カ
月
以
上
家
を
留
守
に
す
る

場
合
は
、
事
前
に
給
水
停
止
手
続

き
を
し
て
お
く
と
、
留
守
の
間
は

水
道
料
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
先

役
場
上
下
水
道
担
当

†
76
―

２
１
５
１
内
線
２
５
３

電
気
の
届
け
出

北
海
道
電
力
へ
届
け
て
く
だ
さ

い
。
届
け
出
先
は
次
の
通
り
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
24
時
間
受
付
）

【h
ttp

:/
/
w
w
w
.h
e
p
c
o
.c
o
.jp

】

一
般
電
話
（
携
帯
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
可
）

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

†
０
１
２
０
―

12
―

６
５
６
５
　

受
付
時
間
　
平
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
ま
で
・
土
曜
日
は
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
ま
で

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
24
時
間
受
付
）

０
１
２
０
―

12
―

６
７
８
０

町
内
各
小
学
校
の
平
成
21
年
度

入
学
予
定
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

津
別
小
学
校
（
男
17
・
女
12
）
29
人

（
本
岐
小
学
校
及
び
活
汲
小
学
校
は

入
学
予
定
者
な
し
）

な
お
、
新
入
学
児
童
の
住
所
・

氏
名
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

観
点
か
ら
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
†
76
｜
２
１
５
１

平
成
22
年
度
の
奨
学
生
を
次
に

よ
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限

４
月
15
日
ま
で

募
集
人
員

高
校
生
１
名
、
大
学
生

７
名
（
予
定
）

奨
学
金
の
額

▼
高
等
学
校
に
就

学
ま
た
は
在
学
の
方
は
１
カ
月

１
万
円
▼
大
学
・
専
門
学
校
に

就
学
ま
た
は
在
学
の
方
は
１
カ

月
２
万
５
千
円

申
し
込
み
先

教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
†
76
―

２
１
５
１

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ † 76－2151

FAX    76－2976

転
出
・
転
入
を
さ
れ
る
方

は
届
け
出
が
必
要
で
す

こ
ん
な
季
節
は
よ
く
滑
る
！

歩
行
者
も
車
も
気
を
つ
け
て

住民生活

グループ

†７６－２１５１

冬
の
寒
さ
は
峠
を
越
え
、
こ

れ
か
ら
次
第
に
気
温
が
上
が
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
ん
な
季
節
は
、

特
に
道
路
が
滑
り
ま
す
。
通
い

慣
れ
た
道
こ
そ
要
注
意
。
い
つ

も
な
ら
停
止
で
き
る
は
ず
の
ス

ピ
ー
ド
で
ブ
レ
―
キ
を
踏
ん
だ

は
ず
が
、
交
差
点
を
オ
ー
バ
ー

ラ
ン
。
思
わ
ず
ヒ
ヤ
っ
と
し
た

経
験
あ
り
ま
せ
ん
か
？
滑
る
か

も
し
れ
な
い
、
車
や
人
が
飛
び

出
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
か
も
し
れ
な
い
」
を
し
っ
か
り

頭
に
置
い
て
、
交
通
事
故
の
防

止
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

車
道
を
歩
く
歩
行
者
を
見
掛

け
ま
す
。
車
道
が
き
れ
い
に
除

雪
さ
れ
て
、
歩
道
よ
り
も
歩
き

や
す
く
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
車
道
は
車
が
走
る

と
こ
ろ
で
す
。
万
が
一
、
足
を

滑
べ
ら
せ
た
り
、
転
ん
だ
り
す

る
と
、
即
座
に
重
大
な
事
故
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

歩
道
を
歩
け
る
と
こ
ろ
は
、
必

ず
歩
道
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

◎車上狙い事件の発生！

１月中、美幌町内の店舗駐車場

において、車の窓ガラスが割られ、

車内からバック等が盗まれる事件

が発生しています。

◎万引き事件の発生！

１月中、美幌町内の商店において、成人による万

引き事件が２件発生しています。

◎振り込め詐欺被害にご注意下さい！

依然として振り込め詐欺の被害が続いています。

学校や職場の名簿等を利用して、家族の実名で詐欺

の電話が掛かってきています。家族の名前を名乗ら

れても、「急にお金が必要になった」「電話番号が変

わった」など電話の内容が怪しい場合は、以前から

の電話番号に掛け本当の家族か確認しましょう。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

１月30日、31日の２日間、でてこいランド横の広場

で『2010 つべつ雪まつり』が開催されました。今年で

３年目となる雪まつりは昨年同様『つべつべGROW』

をはじめ、町内農家や企業の青年、NPO法人「北海道

でてこいランド」や自治会連合会などが中心となって

準備が進められました。

30日の前夜祭には、町民の協力により作られたアイ

スキャンドルに明かりが灯されると、会場は幻想的な

雰囲気に包まれました。また、双子の桜をイメージし

て作られた雪像のライトアップも行われ、夜闇に映え

るピンクや緑の光は深い世界観を創り出し、訪れた多

くの人が足を止めて鑑賞に浸りました。。他にも屋台村

やイグルーバーなど多くの趣向を凝らした催しが用意

されました。

31日の本祭は天候にも恵まれ、大勢の家族連れが来

場。毎年恒例になった雪中旗取り競走「スノーフラッ

グ」や人を乗せて丸太を引く「BANBAドラッグレース」、

ゴムチューブで雪の滑り台を下るアトラクションや、

温泉宿泊券や家庭用ゲーム機が当たる大抽選会では、

番号が読み上げられていくごとに大きな歓声が上がる

など２日間のまつり会場は寒さに負けない熱気で包ま

れていました。

双子のさくらをモチーフにした雪像は訪れた

観客に感動を与えていました

極寒の寒さの中でかき氷の早食いに挑戦！中には

半袖姿で挑んだ高校生もいました

入
学
お
め
で
と
う

今
年
の
新
１
年
生
は
29
人

津
別
町
奨
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す

寒さに負けない男気を見せつける！

決死のダイブで旗を目指しました！

山鳴太鼓の勇壮な演奏も行われました



年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151 内線 222

◎遺族基礎年金を受けれる加入条件

次の(1)から(4)のいずれかに該当する人

が死亡したとき、その家族が「遺族基礎

年金」を受けることができる場合があり

ます。

q国民年金の被保険者（加入者）

w国民年金の被保険者であった人で60歳

以上65歳未満である

e老齢基礎年金の受給権者

r老齢基礎年金の受給資格期間を満たし

た人

◎この年金を受けれる家族の条件

上記に該当し、次の(1)から(2)のいずれ

かに該当する家族が「遺族基礎年金」を

受けることができます。

q死亡した方に生計を維持されていた子

と生計を同じくしている妻

wその妻が死亡したときは子（なお、現

に婚姻している子は非該当）

◎保険料未納期間にご注意ください

死亡した人に保険料未納期間が３分の

１以上あると該当しません。

遺族基礎年金について

■対象者 q 70歳以上の方（昭和15年４月１日までに生まれた方）

w３級以上の身体障害者手帳をお持ちの方（寝たきりなどでバスに乗れない方は除きます）

ewに該当する方で、ひとりでバスに乗車できない方の介護者　

■申請に必要なもの　印鑑、身体障害者手帳、（wに該当する方）

■申請先 ３月24日は下記の場所・時間で行います。３月25日以降は役場福祉担当窓口(11番)で行います。

■問い合わせ先　役場福祉担当 †76－2151内線299

◎関係書類を持参し直接相談する場合

場　　所　　北見年金事務所（北見市高砂町２番21号）

相談予約　　†0157－33－6007

受付時間　　月曜日　　　午前８時30分～午後７時

※月曜日が休日の場合はその翌日

火～金曜日　午前８時30分～午後５時15分

第２土曜日　午前９時30分～午後４時

◎電話で相談する場合
○「ねんきん定期便」や「厚生年金の加入記録」についての相談

受付時間　　月～金曜日　午前９時～午後８時

† 0570－058－555

※全国どこからでも市内通話料金でご利用できます

○一般的な年金についての相談

受付時間　　月曜日　　　午前８時30分～午後７時

※月曜日が休日の場合はその翌日

火～金曜日　午前８時30分～午後５時15分

第２土曜日　午前９時30分～午後４時

† 0570－05－1165

※全国どこからでも市内通話料金でご利用できます

年金相談は北見年金事務所で受け付けています年金相談は北見年金事務所で受け付けています

網走支庁では、12月、3月の各月を「滞納処分強化月間」として道

税の滞納整理に取り組んでいます。３月は、自動車税、個人事業税

及び不動産取得税などの道税全てについて、滞納整理を進めること

としており、給与・預貯金・自動車などの差押えを行います。まだ、

納税がお済みでない方は、大至急納税してください。納税について

のご相談は、網走支庁税務課納税相談窓口へお願いします。

道税の納税には、手続きが簡単で便利な口座

振替が利用できます。

問い合わせ先

網走支庁地域振興部税務課納税係

†0152－41－0616

網走支庁ホームページ

http://www.abashiri.pref.hokkaido.lg.jp/ts/zim

３月は道税の滞納処分強化月間です

１月26日（火）実施分の３歳児健診でむし歯ゼロのお友だち

を紹介します。

・藤田梨音ちゃん（旭町）・大松未來ちゃん（豊永）

・辻　空汰くん　（旭町）・末永洸弥くん　（旭町）

・上田悠未くん　（高台）

問い合わせ先 保健福祉課健康医療グループ　†76－2151

所得税の申告と納税の期限が３月15日（月）、消

費税（個人事業者）の申告と納税の期限が３月31日

（水）になっています。特に、所得税の確定申告は

期限近くになると混雑し、長時間お待ちいただくこ

とになりますので、早めに提出して下さい。

なお、納税を口座から引落す振替納税を利用する

と所得税は４月22（木）、消費税は４月27日（火）

に引落しになりますのでご利用ください。

問い合わせ先 役場税務担当†76－2151内線219

移動採血車「ひまわり号」が来町しま

す。みなさんのあたたかいご協力をお願

いします。

実施日 ４月７日（水）

場所：時間

役場議事堂前　９時30分～11時50分

〃　　 13時00分～14時20分

丸玉産業前 14時40分～15時30分

石橋呉服店 15時50分～16時30分

※当日献血にご協力いただいた方には、

ライオンズクラブよりプレゼントをお

渡しします。

問い合わせ先

役場健康推進担当†76－2151

内線231・232

人事院では平成22年度国家公務員採用試験について、

次のとおり行います。

※受験資格や申し込み方法など詳細については、各種試

験により異なりますので、下記をご確認下さい。

問い合わせ先

人事院北海道事務局第二課試験係 †（011）241－1248

人事院 ホームページ

http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm


